
平成17年１月11日
原子力安全対策課
(１６－１０１)
＜11時記者発表＞

大飯発電所３号機の原子炉起動と調整運転の開始について

（第１０回定期検査）

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

大飯発電所３号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力1 1 8万kW）は、平成16

年４月20日から第10回定期検査を実施していたが、平成17年１月13日に原子

炉を起動し、同日、臨界となる予定である。

その後は諸試験を実施し、１月中旬（１月14日頃）に定期検査の最終段階

である調整運転を開始し、２月上旬には経済産業省の最終検査を受けて営業

運転を再開する予定である。

（注）平成16年５月に発生した原子炉容器上部ふた管台溶接部からの漏えい事象に係る原因調査と対策工事

実施のため、定期検査終了時期は当初予定の平成16年６月下旬から、平成17年２月上旬に延期している。

１．保全対策等

(1) 原子炉容器上部ふた管台溶接部の応力腐食割れ補修工事等

（図－１参照)

国内外ＰＷＲプラントにおいて、600系ニッケル基合金を用いた１次冷

却材系統の溶接部で応力腐食割れが発生した事象に鑑み、600系ニッケル

基合金が使用されている原子炉容器上部ふた管台（全数70箇所）の外観

目視点検の結果、制御棒駆動装置取付管台（№47）の１箇所で漏えいが

確認され、調査の結果、原因は管台溶接部での応力腐食割れによるもの

と推定された。残り69箇所について漏えい等の異常は認められなかった。

この対策として、当該管台溶接部について、耐食性に優れた690系ニッ

ケル基合金を用いて、溶接内表面全面を溶接補修した。また、上部ふた

管台部からの漏えいを早期に検知するための、漏えい監視装置を設置し

た。なお、次々回定期検査において、原子炉容器上部ふたを管台部につ

いて耐食性に優れた6 9 0系ニッケル基合金を用いたものに取り替える予

定である。

[平成16年５月６日、７月９日、10月19日、平成17年１月７日

記者発表済]



（図－２参照)(2) 原子炉容器管台溶接部等の応力腐食割れに係る点検

600系ニッケル基合金が使用されている原子炉容器冷却材出入口管台お

よび原子炉容器底部の炉内計装筒管台等の溶接部について、外観目視点

検や超音波探傷検査を実施した結果、原子炉容器上部ふた管台の１箇所

を除いて漏えい等の異常は認められなかった。

（図－３参照）(3) 高サイクル熱疲労割れに係る点検

国内ＰＷＲプラントにおいて、再生熱交換器の胴側出口配管部で、高

温水と低温水の混合により発生する温度ゆらぎを主要因とする高サイク

ル熱疲労割れが発生した事例に鑑み、同様の熱疲労割れが発生する可能

性のある余熱除去ポンプ入口ミニマムフローライン接続部などについて、

超音波探傷検査を実施し、異常の無いことを確認した。

（図－４参照）(4) ２次系配管の肉厚検査結果

美浜発電所３号機の２次系配管破損事故を踏まえ､２次系配管の1,018

箇所について、超音波検査（肉厚測定）を実施した。

その結果、今回検査を実施した部位については、全て、必要最小肉厚

を満足していることを確認した。

また、余寿命を評価した結果、次回定期検査時点で余寿命が５年を下

回ると評価された部位が12箇所あり、現時点での余寿命が最も短いもの

で3.4年と評価された。 なお、これらの部位については、次回定期検査

において、肉厚測定または配管の取り替えを行う。

［平成16年９月18日、10月25日 福井県原子力安全専門委員会に報告済］

２．蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査結果

蒸気発生器４台のうち、Ａ､Ｃ－蒸気発生器伝熱管全数（計3,382本×

２台）について、渦流探傷検査（ＥＣＴ）を実施した結果、異常は認め

られなかった。

（図－５参照）３．燃料集合体漏えいの疑いに伴う燃料集合体検査

今定期検査前の運転中に、１次冷却材中のよう素（I-131）の濃度が通

常値を僅かに上回っており、燃料集合体に漏えいが発生した疑いがある

と判断されたため、今回定期検査において、燃料集合体全数 (193体)

のシッピング検査 を実施した。*1

その結果、１体の燃料集合体に漏えいが確認され、詳細な調査の結果、

今回の漏えいは、燃料棒に偶発的に発生した微小孔（ピンホール）によ

るものと推定された。なお、残り192体には漏えいは認められなかった。

今後、当該燃料集合体は再使用しない。

また、燃料集合体全数の外観検査において、漏えい燃料集合体以外の

３体で、下部ノズル部に合計４個の異物が確認されたが、燃料集合体自

体に異常は認められなかった。異物については全て回収した。

なお、異物について調査した結果、過去に、原子炉格納容器内の原子

炉キャビティ 周辺で行なわれた工事作業に伴い発生した金属くずが原子*2



炉キャビティ内に落下し、１次冷却系に入り込んだものと推定された。

今後、同種作業においては、切断箇所の周囲をポリシートで覆う等の飛

散防止対策を実施し、発生した金属くずは確実に回収することとした。

＊1：シッピング検査
漏えい燃料集合体から漏れ出てくる核分裂生成物(キセノン133)を検出し、バックグラウンドと

比較することにより、漏えい燃料集合体かどうかを判断する。
＊2：原子炉キャビティ

原子炉容器の上方に設けているプールであり、燃料取扱い時にはプール内にホウ酸水を満たすこ
とにより、必要な遮蔽が得られるようにする。

[平成16年３月３日、４月15日、５月12日、６月４日 記者発表済]

４．燃料集合体の取替え

燃料集合体全数1 9 3体のうち、漏えい燃料１体を含む81体を取り替え

た。（うち28体は新燃料集合体）

また、燃料集合体14体の外観検査を実施した結果、異常は認められな

かった。

５．次回定期検査の予定

平成17年度 夏頃

問い合わせ先(担当：宮 川)

内線2353・直通0776(20)0314



制御棒駆動軸

制御棒駆動装置

原子炉容器上部ふた
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応力腐食割れを確認

制御棒駆動装置取付管台構造概要図

対　　策

（600系ニッケル基合金）

（低合金鋼）

図－１　原子炉容器上部ふた制御棒駆動装置取付管台からの漏えい

①当該管台部の溶接による補修

欠陥(推定)

管台溶接部（漏えい部）につ
いて耐食性に優れた690系
ニッケル基合金を用いた溶
接補修を実施した。

次々回定期検査時に、管台部を耐食性に優れた690系ニッケル
基合金を用いた原子炉容器上部ふたに取り替える。

管台本体材料変更
600ニッケル基合金　→　690ニッケル基合金

（耐応力腐食割れ性の向上）

溶接部材料変更
600系ニッケル基合金　→　690系ニッケル基合金

（耐応力腐食割れ性の向上）

③原子炉容器上部ふた管台漏えい監視装置の設置

原子炉容器上部ふた管台部からの漏えいを早期検知するための、漏えい監視装置を設置した。

原子炉容器上部ふた(上からみた図)

湿度計 吸引ポンプサンプリング

アンプ 表示

中央制御室

１次冷
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ポンプ

　原子炉
キャビティ

格納容器内

蒸気発生器
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（5箇所から
サンプリング）

漏えい検知レベル：１リットル／時以上
（保安規定運転制限値：230リットル/時以上）

②原子炉容器上部ふたの取り替え

原子炉容器入口ノズル

原子炉容器出口ノズル



　
　  国内外ＰＷＲプラントにおいて、６００系ニッケル基合金を用いた１次冷却材系統の溶接部で応力腐食割れが発
　生した事例に鑑み、溶接箇所に６００系ニッケル基合金が使用されている原子炉容器冷却材出入口管台、原子炉
　容器炉内計装筒管台、蒸気発生器冷却材出入口管台や加圧器逃し弁管台等について、外観目視点検や超音波
　探傷検査を実施した。
     その結果、原子炉容器上部ふた管台の１箇所を除いて漏えい等の異常は認められなかった。

点検概要

　図－２　　原子炉容器管台溶接部等の応力腐食割れに係る点検概要図
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  図－３　　高サイクル熱疲労割れに係る点検概要図

 
      国内ＰＷＲプラントにおいて、再生熱交換器の胴側出口配管部で、高温水と低温水の混合に
　 より発生する温度ゆらぎを主な要因とする高サイクル熱疲労割れが発生した事例に鑑み、同様
   の熱疲労割れが発生する可能性のある余熱除去ポンプ入口ミニマムフローライン接続部などに
   ついて、超音波探傷検査を実施し、健全性を確認した。

点検概要

配管点検範囲（例）

溶接部

（低温）

流れ 流れ

流れ

（高温）

点検箇所
（合流点下流側）

：高低温の内部流体が合流することによる温度
　ゆらぎが生じ、熱疲労による割れが発生する
　可能性のある箇所。
　なお、高温と低温の流量に差がある場合、
  合流点の上流側へ逆流する可能性もあること
  から、合流点下流側だけでなく、上流側につい
  ても点検を実施している。

温度ゆらぎ： 高温水と低温水が混合する
境界面等において、局部的
に温度が変動する現象

概略系統図

溶接部

点検箇所
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：点検箇所
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接続部
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入口ミニマム
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抽出ライン
低圧抽出水配管
接続部

燃料



（点検済部位）（未点検部位） （点検済部位） （未点検部位）

*： 「2次系配管肉厚の管理指針」対象外の1箇所を含む
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図－４　２次系配管の肉厚検査
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　　美浜発電所３号機２次系配管破損事故を踏まえ、２次系配管の１，０１８箇所について超音波検査（肉厚測定）
 を実施した。
    その結果、今回検査を実施した部位については、全て、計算必要厚さを満足していることを確認した。
    また、余寿命を評価した結果、次回定期検査時点で余寿命が５年を下回ると評価された部位は１２箇所あり、
 現時点での余寿命は最も短いもので、３．４年と評価された。これらの部位については、次回定期検査において、
 肉厚測定または配管の取り替えを行う。

点検概要



図－５（１／２）
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　　　　燃料集合体の仕様
燃料タイプ：１７×１７型
全長：約４ｍ
全幅：約２０ｃｍ
支持格子数：９個
燃料被覆管材質：ジルカロイ－４
燃料被覆管外径：約１０ｍｍ
燃料被覆管肉厚：約０．６ｍｍ

燃料集合体概要図

制御棒クラスタ集合体

燃料棒

支持格子

制御棒

燃料集合体検査（漏えい燃料集合体装荷位置）

燃料集合体炉心配置図（上から見た図）

：漏えい燃料集合体

：燃料棒

：制御棒案内シンブル

：炉内計装用案内シンブル

：漏えい燃料棒

上部ノズル

下部ノズル
：異物が認められた
  燃料集合体

Ｇ-７燃料集合体

９０°



図－５（２／２）

　調査対象作業７９件

９

漏えいした燃料集合体

燃料集合体検査（回収された異物の調査）

Ｄ－８　下部ノズル下面の異物
Ｍ－14　下部ノズル下面の異物

Ｌ－９　下部ノズル下面の異物 Ｌ－９　下部ノズル上面の異物

燃料集合体炉心配置図
（上から見た図）

異物の状況

対策１

原子炉キャビティ周辺でのワイ
ヤーの切断作業等、金属くずの
発生する作業においては、飛散
防止策を実施し、発生した金属く
ずを確実に回収する。

下部すき間
をなくす

上部を高く
する

対策後

対策２

原子炉キャビティ周辺の手すりに取り
付けている異物落下防止養生板につ
いて、取付範囲を広げて隙間を減ら
し、微小な異物の落下防止強化を図
る。

養生イメージ

ポリシート

ワイヤー

ポーラ－クレーン

　原子炉キャビティ

格納容器内

②

③換気空調ダクト

養生板イメージ

異物の推定
金属くずが発生する可能性のある作業

①燃料取替クレーン高速化工事
　（電気ドリルでの穴あけ作業）

②ポーラ－クレーン点検作業
　（廻り止めワイヤー使用）
③換気空調設備工事
　（ダクトの仮止めに針金使用）

①燃料取替クレーン高速化工事
　（廻り止めワイヤー使用）

 Ｄ－８

 Ｍ－14

 Ｌ－９

　磁性あり
たて約５mm×長さ約１０mm

　磁性あり
Φ約１．２mm×長さ約１８mm

　磁性なし
Φ約０．５mm×長さ約２５mm

　磁性なし
Φ約０．５mm×長さ約３３mm

 ワイヤー状

 針金状

 薄板状

 燃料集合体 　 調  査  結  果　※  形  状 　形状等から推定されるもの
電気ドリルでの穴あけ加工時に発生
する金属片（微小な切断くず）

 ワイヤー状

作業で一般に使用する針金の切断片

ナット廻り止めに使用するワイヤーの
切断片

手すり

 原子炉

※「磁性あり」は鉄製、「磁性なし」はステンレス製と推定される。

蒸気発生器

１次冷却材
ポンプ

①
燃料取替クレーン

３件を
抽出



大飯発電所３号機の第１０回定期検査に関する補足説明資料

・原子炉起動 ： １月13日（７時半頃）

・臨界 ： １月13日

・調整運転開始 ： １月14日頃

・営業運転再開 ： ２月上旬


